
特定非営利活動法人り・らいふ研究会 

１６年度第２回研究会開催のご案内 

 

１ テーマ 

「防災都市づくり推進計画の改定 」 
～木密地域の改善とその先を見越したまちづくりについて～  

 

２ 概要 

都は、阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、根源的な取組を行うため、平成８年に「防災都市づくり推進計

画」を策定し、２度の改定を重ね、市街地の防災性の向上に取り組んできた。 

  また、平成２４年には、東日本大震災の発生を受け、いつ起きてもおかしくない大地震に備えて木密地域

の改善を加速するため、「木密地域不燃化10年プロジェクト」を立ち上げ、区と連携して、期限を切って従

来の事業より踏み込んだ取組を強力に進めている。 

  このような取組を背景に、最新の地域危険度等の調査結果や、地震学の新たな知見をベースに、今年３月、

「防災都市づくり推進計画」の３度目の改定を行ったところである。 

  現在は、緊急車両の通行や避難に資する生活道路（防災生活道路）の計画的な整備と不燃化特区などの取

組とを有機的に連携させ、住民一人一人の課題やライフプランにも寄り添いながら、不燃化・耐震化の更な

る加速を図っている。 

  今回の研究会は、前半において、東京都の担当課長から改定のねらい及び要点について解説をいただく。

さらに、防災にかかる脆弱性の克服にとどまることなく、路地・横丁などまちの個性や資源をいかすととも

に、新たなライフスタイルを創り出すまちづくりにも取り組んでいく必要があるとの講師の考えを聞く。 

  後半は、新進の研究者のコメントを軸に、り・らいふ研究会理事長中林一樹（東京都防災会議地震部会副

部長）の司会のもと、一般参加者を交えたディスカッションとする。 

   

３ 講師・コメンター 

谷内加寿子氏（やちかずこ） 東京都都市整備局市街地整備部防災都市づくり課長 

  市古太郎氏（いちこたろう） 首都大学東京准教授：り・らいふ研究会理事 

 

４ 開催日時・プログラム 

２０１６年９月２７日（火）１８：３０～２０：３０ 
 

５ 会 場※いつもの会場とは違います。ご注意。 

  旭化成不動産レジデンス㈱セミナールーム 
西新宿２－３－１ 新宿モノリスビル２５階 

        

６ 資料代 

  一般：1000円 会員・学生：500円 賛助会員：無料 

 

７ 参加申込み 

参加を希望される方は、９月２４日（金）までに、「り・らいふ研究会事務局」までにメールにてお

申込みください。お申込みにあたっては、①氏名②所属③電話番号をご明記（様式自由）ください。 

お問い合わせ、お申込みは、Ｅ－mail relife@relife.or.jp まで 

特定非営利活動法人り・らいふ研究会東京都小金井市本町１1-4-16-103 武蔵小金井ヒルズ 

mailto:relife@relife.or.jp

